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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
2
0
0
部

賃
金
・
単
価
ア
ッ
プ
・
週
休
2
日
実
現
で
若
者
や
女
性
が
入
職

し
や
す
い
建
設
産
業
を
め
ざ
し
、
2
月
6
日
、
建
設
労
働
者
2
・

6
春
闘
イ
エ
ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で

の
集
会
後
、
新
橋
駅
頭
で
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
主
催
は

東
京
土
建
も
参
加
し
て
い
る
建
設
関
係
労
働
組
合
首
都
圏
共
闘
会

議
（
建
設
首
都
圏
共
闘
）
と
生
活
関
連
公
共
事
業
推
進
連
絡
会
議

（
生
公
連
）
で
す
。
全
体
で
13
団
体
3
7
5
人
（
東
京
土
建
は
1

5
0
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

建
設
首
都
圏
共
闘
の
松
本
久
人

議
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、「
熟

練
の
入
職
者
が
減
少
し
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
復
旧
・
復
興
、
防
災
・

減
災
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
国
・
建
設
業
界
は
建

設
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
法
改
正

や
計
画
を
打
ち
出
し
た
。
週
休
二

日
の
確
保
と
長
時
間
労
働
の
是

正
、
賃
金
・
社
会
保
険
の
整
備
、

生
産
性
向
上
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
だ
が
、
賃
金

上
昇
は
ご
く
わ
ず
か
、
法
定
福
利

費
も
届
か
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
て

い
る
。
建
設
労
働
者
の
大
幅
賃
金

引
上
げ
、労
働
条
件
改
善
こ
そ
が
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
建
設
産
業
へ
の
道

筋
で
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
生
問
題
弁
護

士
連
絡
会
の
大
坂
恭
子
弁
護
士

は
、
技
能
実
習
制
度
が
技
術
移
転

・
国
際
貢
献
の
名
目
に
関
わ
ら
ず
、

労
働
者
受
け
入
れ
と
い
う
実
態
や

中
間
団
体
の
介
入
で
問
題
が
絶
え

な
い
こ
と
を
解
明
。
外
国
人
労
働

者
を
使
い
捨
て
に
し
な
い
、
日
本

人
労
働
者
と
共
生
で
き
る
仕
組
み

が
必
要
だ
と
講
演
し
ま
し
た
。

建
設
首
都
圏
共
闘
の
上
間
正
央

事
務
局
長
は
、
「
日
本
人
も
外
国

人
も
人
間
ら
し
く
働
け
る
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
奮
闘
し
た
い
。

思
い
・
要
求
を
労
働
組
合
が
団
結

の
力
で
実
現
し
て
い
く
。
具
体
的

に
丸
の
内
3
―
2
の
経
験
を
大
き

く
広
げ
る
。
労
働
組
合
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
労
働
者
を
仲
間
に
す

る
。
今
月
28
日
に
建
設
首
都
圏
共

闘
は
生
公
連
と
共
同
で
、
国
土
交

通
省
、
厚
生
労
働
省
、
環
境
省
、

外
務
省
と
交
渉
す
る
。
怒
り
を
中

央
省
庁
に
ぶ
つ
け
、
行
政
・
政
治

を
変
え
る
取
り
組
み
で
奮
闘
す

る
」
と
行
動
提
起
し
ま
し
た
。

な
お
国
会
議
員
か
ら
、
初
鹿
明

博
議
員
（
衆
院
・
立
民
）
と
山
添

拓
議
員
（
参
院
・
共
産
）
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

新橋駅前でプラカードアピール

2
0
1
9
年
度
東
京
土
建
一
般

労
働
組
合
本
部
役
員
選
挙
に
つ
い

て
下
記
の
と
お
り
告
示
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
2
月
1
日

第
72
回
定
期
大
会

役
員
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

清
水

健

一
、
本
部
役
員
定
数

役
員
定
数
は
2
月
1
日
の
第
11

回
中
央
執
行
委
員
会
で
以
下
の
と

お
り
確
認
し
ま
し
た
。

①
中
央
執
行
委
員
長（
非
専
従
）

1
人
（
現
行
通
り
）

②
中
央
副
執
行
委
員
長
（
非
専

従
）
6
人
（
現
行
通
り
）

③
書
記
長
（
専
従
）
1
人
（
現

行
通
り
）

④
書
記
次
長（
専
従
）5
人（
現

行
通
り
）

⑤
常
任
中
央
執
行
委
員
20
人

（
1
人
減
）

非
専
従
常
任
中
央
執
行
委
員

12
人
（
1
人
減
、
う
ち
1
人
は
青

年
部
長
）

専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
8
人

（
現
行
通
り
、
人
事
選
考
委
員
会

の
推
せ
ん
に
よ
る
）

⑥
中
央
執
行
委
員
（
非
専
従
）

46
人
（
現
行
通
り
）
（
各
支
部
か

ら
1
人
、
青
年
部
か
ら
1
人
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
書
記
1
人
）

⑦
会
計
監
査
（
非
専
従
）
3
人

（
現
行
通
り
）

二
、
立
候
補
受
付

①
受
付
期
間

2
0
1
9
年
3

月
1
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時

②
受
付
会
場

け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京

③
受
付
方
法

立
候
補
は
1
人

1
役
職
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
定

め
た
立
候
補
届
出
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
署
名
の
う
え
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
け
出
ま
す
。
立

候
補
す
る
役
職
の
変
更
は
受
付
期

間
中
と
し
ま
す
。

④
立
候
補
者
一
覧

受
付
終
了

後
、
立
候
補
届
に
も
と
づ
き
立
候

補
者
一
覧
を
発
行
し
、
各
支
部
書

記
局
宛
に
送
り
ま
す
。
立
候
補
者

一
覧
の
記
載
順
序
は
各
役
職
の
受

付
順
と
し
ま
す
。
但
し
、
中
央
執

行
委
員
は
支
部
順
と
し
ま
す
。

三
、
選
挙

役
員
選
挙
は
役
職
ご
と
に
第
72

回
定
期
大
会
で
行
な
い
、
選
挙
の

時
間
は
選
挙
管
理
委
員
会
が
大
会

運
営
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
ま

す
。四

、
選
挙
人

選
挙
人
は
資
格
審
査
を
経
た
第

72
回
定
期
大
会
を
構
成
す
る
代
議

員
で
す
。
但
し
、
投
票
時
間
中
に

出
席
し
て
い
な
い
選
挙
人
は
投
票

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

以
上

集
会
で
は
5
人
の
仲
間
か
ら
現

場
の
声
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

埼
玉
土
建
か
ら
は
宍
戸
由
香
里

さ
ん
と
野
村
ゆ
み
さ
ん
の
2
人
が

登
壇
。
大
震
災
後
、
福
島
か
ら
所

沢
に
越
し
て
大
工
に
な
っ
た
宍
戸

さ
ん
は
「
福
島
の
復
興
の
仕
事
も

し
た
い
。
技
術
者
を
確
保
す
る
の

に
は
若
い
人
を
育
て
る
環
境
が
必

要
で
す
」
、
管
理
栄
養
士
を
辞
め

て
造
園
工
と
な
っ
た
野
村
さ
ん
は

「
若
い
人
が
入
職
し
て
く
る
た
め

に
賃
金
や
休
日
を
見
直
し
て
魅
力

の
あ
る
会
社
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
で
建
交
労
の

ダ
ン
プ
運
転
手
の
ナ
ン
デ
ィ
カ
さ

ん
は
「
国
籍
は
関
係
な
い
、
同
じ

人
間
。
外
国
人
労
働
者
も
労
働
組

合
に
入
っ
て
、
一
緒
に
労
働
条
件

を
良
く
し
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

東
京
土
建
（
足
立
）
の
林
致
寛

さ
ん
は
丸
ノ
内
3
―
2
現
場
で
、

組
合
が
現
場
を
変
え
た
経
験
を
報

告
。「
若
い
人
が
夢
を
も
て
る
よ
う

な
業
界
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
の
慣
習
か
ら
抜
け
出
し
、
近
代

化
が
重
要
。
組
合
と
と
も
に
声
を

上
げ
よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

生
公
連
事
務
局
長
の
相
沢
誠
さ

ん
は
、
昨
年
11
月
開
催
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
京
オ
リ
パ
ラ
に

対
す
る
建
設
労
働
者
の
尊
厳
」
を

紹
介
。
「
安
全
・
安
心
な
働
き
や

す
い
職
場
を
オ
リ
パ
ラ
で
大
切
に

さ
せ
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 発言する林さん

■
沖
縄
県
県
民

投
票
に
不
参
加
を

表
明
し
て
い
た
宜

野
湾
市
な
ど
5
市

が
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
投
票
は
全
県
実
施
と

な
っ
た
。
5
市
の
市
長
は
保
守

系
市
長
の
会
「
チ
ー
ム
沖
縄
」

の
メ
ン
バ
ー
で
、
5
市
が
参
加

し
な
い
県
民
投
票
に
意
味
が
あ

る
の
か
と
妨
害
し
て
き
た
。
変

化
を
生
ん
だ
の
は
、「
辺
野
古
」

県
民
投
票
の
会
の
元
山
代
表
の

ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
を
は
じ

め
と
し
た
投
票
権
を
奪
う
な
と

い
う
県
民
の
運
動
だ
。

■
投
票
は
辺
野
古
新
基
地
建

設
に
賛
成
・
反
対
の
2
択
か
ら
、

ど
ち
ら
で
も
な
い
が
入
っ
て
3

択
と
な
っ
た
が
、
賛
成
か
反
対

か
を
問
う
こ
と
が
重
要
だ
。
辺

野
古
新
基
地
建
設
に
は
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
宛
の
20
万
の
電
子
署

名
の
よ
う
に
世
界
も
関
心
を
示

し
、
都
内
で
も
昨
年
、
文
京
区

と
小
金
井
市
で
辺
野
古
新
基
地

建
設
の
中
止
を
求
め
る
政
府
へ

の
要
望
書
や
意
見
書
を
採
択
、

今
年
に
入
っ
て
小
平
市
で
も
同

様
の
動
き
が
あ
る
な
ど
、
県
外

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

■
沖
縄
県
で
は
1
9
9
6
年

に
実
施
さ
れ
た
日
米
地
位
協
定

の
見
直
し
及
び
基
地
の
整
理
縮

小
に
関
す
る
県
民
投
票
以
来
で

2
回
目
だ
。
前
回
は
投
票
率
が

59
・
53
％
、
見
直
し
と
整
理
縮

小
に
賛
成
が
48
万
2
5
3
8
票

で
89
・
09
％
を
占
め
た
。
今
回

は
普
天
間
基
地
返
還
に
あ
た
っ

て
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
と
い

う
条
件
を
付
け
る
方
法
に
見
直

し
を
迫
る
絶
好
の
機
会
だ
。
基

地
被
害
を
子
や
孫
に
押
し
付
け

な
い
と
い
う
沖
縄
県
民
の
民
意

を
示
し
て
欲
し
い
。

賃
上
と
労
働
条
件
改
善
を

外
国
人
と
共
生
す
る
仕
組
み
必
要

組
合
と
と
も
に
声
上
げ

若
者
が
夢
を
も
て
る
業
界
へ

国
民
年
金
基
金
の

加
入
促
進
し
ま
す

２
０
１
９
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

２
０
１
９
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

国
民
年
金
加
入
者
に
と
っ
て
、

上
乗
せ
で
年
金
が
支
給
さ
れ
る
国

民
年
金
基
金
は
、
高
齢
期
で
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
設
計
に
お
い
て
重
要

な
制
度
で
す
。
2
月
〜
3
月
は
加

入
促
進
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。


